
に
参
加
し
、
こ
の
小
さ
な
街
か
ら
始
ま

っ
た
私
た
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

謳お
う
か歌
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と

所
長
は
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

次
は
、「
石
田
」
と
い
う
宝
石
で
す
。

石
田
波
郷
俳
句
大
会
は
、
故
大
山
先
生

を
始
め
と
す
る
市
民
、
他
関
係
者
の
ご

尽
力
で
今
年
７
年
目
で
す
。
昨
年
は
子

ど
も
か
ら
お
と
な
ま
で
約
１
万
２
千
句

以
上
が
集
ま
り
、
つ
い
に
大
会
新
人
賞

が
「
芥
川
賞
・
直
木
賞
」
と
並
び
称
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
俳

句
甲
子
園
」
で
有
名
な
愛
媛
県
松
山
市

と
、近
い
将
来
俳
句
界
で
、「
西
の
松
山
、

東
の
（
清
瀬
）
松
山
」
と
清
瀬
が
語
ら

れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

更
に
は
「
石
山
」
で
す
。
十
文
字
学

園
女
子
大
学
の
サ
ッ
カ
ー
部
総
監
督

で
、
既
に
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
選
手

も
育
て
、
多
く
の
国
際
大
会
に
送
り
込

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
石
山
先
生
が
構
想

し
、
清
瀬
市
長
杯
大
会
を
開
催
し
、
８

月
18
日
・
19
日
に
高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー

清
瀬
市
長

チ
ー
ム
12
校
が
参
加
し
ま
す
。
サ
ッ
カ

ー
場
は
下
宿
第
三
運
動
公
園
他
２
か
所

で
す
。「
こ
の
大
会
を
将
来
、
32
校
以

上
の
参
加
、
関
係
者
５
千
人
以
上
に
」

と
、
石
山
先
生
は
語
っ
て
い
ま
す
。
な

で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
登
竜
門
の
構
想
で

す
。
不
思
議
な
ご
縁
で
す
。
昨
年
８
月

に
知
人
と
滋
賀
県
の
石い

し
や
ま
で
ら

山
寺
を
訪
れ
、

座ざ

主す

と
語
り
ま
し
た
。
寺
で
紫む

ら
さ
き
し
き
ぶ

式
部
が

源
氏
物
語
を
書
き
上
げ
た
そ
う
で
す
。

ま
さ
に
「
な
で
し
こ
」
寺
で
す
。
そ
の

12
月
に
石
山
先
生
と
出
会
っ
た
の
で

す
。

　

最
後
に
、
８
年
目
を
迎
え
る
10
万
本

の「
清
瀬
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
立
役
者
、
石
井
フ
ァ
ー
ム
の
石
井
さ

ん
で
す
。
加
え
て
明
治
薬
科
大
学
の
学

長
も
お
名
前
は
石
井
で
す
。
更
に
全
国

で
数
少
な
い
シ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の

１
人
、
清き

よ
た
け竹
の
石
山
さ
ん
で
す
。

　

清
瀬
、
輝
き
ま
す
。

　

清
瀬
の
「
宝
石
」
を
発
見
し
ま
し
た
。

「
石
川
」
と
い
う
宝
の
石
で
す
。
失
礼

を
お
許
し
い
た
だ
き
、
結
核
研
究
所
長

石
川
先
生
の
事
で
す
。

　

今
年
２
月
に
、
世
界
の
医
師
・
医
療

関
係
者
、
93
か
国
１
千
600
人
以
上
に
結

核
研
究
所
が
送
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

30
号
で
、
石
川
所
長
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
ま
す
。「（
前
文
割
愛
）、
清
瀬

は
数
々
の
病
気
に
苦
し
み
、
そ
れ
ら
と

戦
い
打
ち
克か

つ
人
々
の
上
に
、
ま
た
世

界
の
健
康
づ
く
り
へ
の
絶
え
間
な
い
努

力
に
よ
っ
て
、
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
１
９
８
２
年
に
は
非
核
都
市
宣

言
を
行
い
、
世
界
平
和
に
も
貢
献
し
て

い
ま
す
。
清
瀬
市
の
渋
谷
市
長
は
、
清

瀬
を
世
界
遺
産
に
登
録
す
る
べ
く
行
動

を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
結
核
研
究
所

の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
皆
で
こ
の
動
き

27・8・15 ２
　各種大会で優秀な成績を収
めた方・団体を紹介します。

　７月 31 日、清瀬商工会館（松山二丁目）
で、「きよせニンニンスタンプ事業第１
回公開抽選会」が行われました。
　応募総数１万 2,592 件のなかから、特
賞＝ 10 万円・１本、１等＝５万円・２
本、２等＝３万円・４本、３等＝１万円・
218 本が公正に選ばれました。
※当選者には、引換証を郵送します。台
紙の裏に記載されているお店で金券と交
換します。
問合せ　清瀬商工会☎ 491・6648

「きよせニンニンスタンプ事業第１回公開抽選会」を実施

　日本年金機構の個人情報流出について、年金事務所や市から本人
宛てに電話することはありません。年金事務所や市職員を名乗る電
話にはご注意ください！

市
内
小
・
中
学
生
の
俳
句
を
紹
介

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
代
わ
り
ホ
ー
ム
ラ
ン�

藤
田　

玲
央

　
（
評
）
５
月
の
第
２
日
曜
日
の
母
の
日
は
ア
メ
リ
カ
発
祥
の
行
事
で
す
が
、
す
っ
か

り
５
月
の
代
表
的
な
季
語
に
な
り
ま
し
た
。
五
七
五
の
中
七
が
中
八
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
く
ら
い
は
字
余
り
で
Ｏ
Ｋ
。
大
ホ
ー
ム
ラ
ン
の
快
作
。

●
六
月
や
私
も
山
も
青
き
か
な�

西
田　

元
嗣

　
（
評
）
お
と
な
の
俳
句
の
世
界
で
は
、「
や
」
と
か
「
か
な
」
は
切
れ
字
と
言
っ
て
、

　

一
句
の
な
か
に
そ
れ
を
２
つ
入
れ
な
い
よ
う
に
、
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
ス
ケ
ー

　

ル
の
大
き
さ
と
詩
性
は
そ
ん
な
約
束
を
ブ
ッ
飛
ば
す
。
平
成
の
名
句
か
も
。

●
鮮
や
か
に
水
を
彩
る
金
魚
た
ち�

池
田　

耀

　
（
評
）
俳
句
は
約
束
の
世
界
で
、
金
魚
は
夏
の
季
語
と
な
っ
て
い
ま
す
。
金
魚
鉢
や

水
槽
の
な
か
の
涼
し
げ
な
感
じ
が
愛
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
句
も
水
の
透
明

感
と
金
魚
の
赤
の
対
比
を
捉
え
て
夏
の
句
と
し
て
大
成
功
。
中
七
が
抜
群
。

●
泳
ぎ
ま
し
ょ
う
男
子
の
視
線
を
浴
び
な
が
ら　
　
　
　
　

渡
辺　

結
花

　
（
評
）
今
月
の
特
選
と
も
い
え
る
一
句
。
中
学
生
に
な
る
と
こ
う
い
う
青
春
俳
句
が

　

出
て
く
る
の
が
う
れ
し
い
。
上
五
が
素
晴
ら
し
い
。
口こ

う
ご語

つ
ま
り
普
段
の
こ
と
ば

　

で
読
者
を
ひ
き
つ
け
て
、
中
七
下
五
の
テ
ー
マ
が
よ
く
伝
わ
り
ま
し
た
。

選
評
＝
石
田
波
郷
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

※
今
回
の
俳
句
は
、清
中
（
１
年
生
）
で
行
っ
た
「
出
前
俳
句
教
室
」
か
ら
の
選
句
で
す
。

　身近なイベントや、まちかどの
話題を皆さんから募集しています。

レ ッ ド ラ イ オ ン ズ が 市 長 に 優 勝 を 報 告

竹 丘 南 自 治 会 の 七 夕 ま つ り

　７月８日、清瀬市で活動して
いる野球チーム「レッドライオン
ズ」のメンバーが市長を訪れ、
平成 26 年度の成績を報告しまし
た。
　平成 26 年度は、４年生チー
ムが前年度の春・秋の東西少年
野球連盟主催の大会で優勝し、
ジュニア大会でベスト４という好

　

７
月
５
日
、
竹
丘
南
自
治
会
及

び
同
自
治
会
子
ど
も
会
に
よ
る
七

夕
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
が
元
気
で
大
き

く
な
～
れ
」
な
ど
、
皆
で
短
冊
に

願
い
を
書
い
て
、
大
き
な
サ
サ
３

本
に
飾
り
つ
け
ま
し
た
。

き よ せ の 環 境  ・ 川 ま つ り を 開 催

　７月 26�日、台田運動公
園及び柳瀬川河川区域で
「2015 きよせの環境・川ま
つり」が行われました。
　当日は多数の方が会場を
訪れ、環境についての展示
や、いかだコンテストなど
を楽しみました。

渋
谷
市
長
（
前
列
中
央
）
と
、
レ
ッ
ド

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

竹
丘
自
治
会
の
方
々

来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
会
場

高
校
の
部
に
出
場
し
た
選
手
た
ち

入
賞
を
勝
ち
取
っ
た
選
手
た
ち

　７月５日、東京武道館（足
立区綾瀬三丁目）で、「2015
年東京都少林寺拳法大会」
が開催され、1500 人以上
の出場拳士が集まるなか、
清瀬市からは、８種目に
15 人が出場し、全員が入
賞を果たしました。
　男子マスターズの部では
根本敏樹・荒井英俊組が１

「 東 京 都 少 林 寺 拳 法 大 会 」 に 15 人 が 出 場・ 全 員 入 賞

位、女子の部では荒井咲桜香・荒井流風香（清瀬高二年）組、中学生
女子の部では、荒井美海香（二中３年）・荒井白雲香（二中１年）組
が１位となりました。
　また、清瀬高校からも、高
校の部に出場した選手が、男
子の部で林智昭・日野義嗣組、
女子の部で星野美咲・田中綾
組がともに１位となり、11
月 14 日㈯・15 日㈰に京都で
行われる全国大会に東京都の
代表として出場します。

成績を残したことで、東西少年
野球連盟から、「第 18 回春季東
日本低学年野球大会」に推薦を
受けて出場し、優勝しました。
　同チームは、７月 11日に武
蔵村山真如苑グラウンド（武蔵
村山市榎一丁目）で開催された
「三多摩少年野球春季大会」で
も初優勝の成績を収めました。

　「まちかどニュース」「がんばりすと」への投稿を募集しています。
応募方法　1 日号・15 日号ともに掲載希望号の 1か月前（いずれも必
着）までに、写真（データが望ましい）に説明（いずれも 150 字程度）を
添えて、住所・氏名・電話番号を記入し、直接または郵送、メールで
秘書広報課広報広聴係☎ 497・1808 へ

毎 日 １ 日 最 大 料 金 1,500 円　 ク レ ア 市 営 駐 車 場
　

１
日
最
大
料
金
が
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
も
千
500
円
に
な
り
ま
し
た
。
通

勤
や
毎
日
の
お
買
い
も
の
に
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
５
時
間
以
上
の
長

時
間
の
ご
利
用
が
お
得
で
す
。

利
用
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
11
時

（
入
出
庫
で
き
る
時
間
）

利
用
で
き
る
自
動
車　

二
輪
車
以
外

の
普
通
・
小
型
・
軽
自
動
車（
長
さ

５
㍍
以
下
・
幅
1.85
㍍
以
下
・
高
さ
2.1

㍍
以
下
・
重
さ
２
千
200
㌔
以
下
）

問
合
せ　

清
瀬
都
市
開
発
㈱
☎
495
・

３
３
０
０

区分 利用料金

午前７時～午後 11時
１時間以内　300円
以後 30分ごとに150円
1日最大料金 1,500円

上記以外の時間帯 １回に付き800円

回数駐車券 150円× 11枚＝ 1,500円
300円×11枚＝ 3,000円

定期駐車券 １か月　30,000円

抽選箱から票を選ぶ市民の方


